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牧草と園芸　第64巻第５号（2016年）

佐藤　節郎元畜産草地研究所（現：農研機構畜産研究部門）上席研究員

飼料用トウモロコシに
新たに発生している雑草とその防除

１ ．はじめに

1980年代以降、我が国の輸入飼料の増加に伴い、
飼料に混入した種子に由来する雑草が飼料畑や草地
に発生するようになり、これらの雑草について、各
県の普及関係機関から質問が寄せられるようになり
ました。これらの質問から、現在、飼料用トウモロ
コシ（以下、トウモロコシ）などの飼料畑で問題と
なっている雑草は、かつてのイチビやヒユ類より
も、ワルナスビ、帰化アサガオ類、アレチウリ、オ
オブタクサ、オナモミ類などであると考えられまし
た。平成23年度に畜産草地研究所が実施した夏作飼
料作物の雑草調査では、回答のあった29県のほとん
どの飼料畑にこれらの雑草が発生していました。こ
れらを始めとする帰化雑草は、今後、飼料作物で大
きな問題になってゆくと考えられます。ここでは、
雑草防除の基本的な考え方と、ワルナスビ、アレチ
ウリおよびオオブタクサの防除法を説明します。

２ ．基本的な雑草防除法の考え方

除草剤散布（化学的防除法）は、効果が顕著であ
るため、最も一般的な雑草防除法であり、特に、作
物と雑草が出芽する前に除草剤を散布する土壌処理
は、作業が容易であるため、ほとんどのトウモロコ
シ栽培で行われています。しかし、近年、土壌処理
だけでは十分に防除できない雑草がみられる例が報
告されています。これらの雑草は、根などの栄養体
で繁殖する（ワルナスビなど）、種子が大きい（オ
オブタクサ、オナモミ類、アレチウリなど）、土壌
処理剤の残効が消失してから急速に生長する（アレ
チウリ、オナモミ類など）などの特徴をもっていま
す。このような土壌処理で防除が難しい雑草に対し
ては、茎葉処理（雑草出芽後散布）と耕種的な手法
（耕種的防除法）を組み合わせると雑草防除効果を
高めることができます。茎葉処理剤は、対象となる

雑草に効果のあるものを選択する必要があります。
耕種的防除法としては、 1 )機械的防除法、 2 )播種
時期の移動、 3 )雑草結実前の早期収穫、 4 )プラウ
耕による雑草種子や植物体の埋め込み、 5 )栽培作
物を代える、などの方法があげられます。以下に、
耕種的防除法の概要を述べます。

なお、耕種的防除では、トウモロコシや「イタリ
アンライグラス＋トウモロコシ」二毛作のイタリア
ンライグラスに早生品種を利用することがあります
が、一般に、早生品種は中生や晩生の品種に比べて
収量がやや低くなります。また、トウモロコシの播
種日を遅らせることによって収量が減少することが
あります。しかし、雑草の被害による収量の低下は
きわめて大きく、皆無になることすらあります。早
生品種を利用したり、播種日を遅らせたりすること
で多少の収量の低下があっても、その程度は雑草害
によるものにくらべはるかに小さいものです。

■機械的防除法：中耕などにより機械的（物理的）
に雑草を切除し抑制する方法です。トウモロコシ栽
培では、前作の冬作飼料作物収穫後に速やかに圃場
を耕起して雑草の出芽を促し、トウモロコシの播種
床準備に合わせて、出芽・生長した雑草をロータ
リー耕起で機械的に切り倒してすき込むと防除でき
ます。冬作飼料作物に早生品種を利用したりトウモ
ロコシを遅播きしたりしてトウモロコシ播種前に雑
草が発生する期間を長くすると防除効果はより高ま
ります（図 1）。

■播種時期の移動：トウモロコシの播種期を遅らせ
ると雑草防除効果が期待できます。その理由とし
て、①播種する前に雑草が発生する期間を長くする
ことができる（図 1）、②雑草には春に遅く出芽す
ると十分に成長しないうちに夏至以降の短い日照時
間に反応して開花し、それ以降は生長せずトウモロ
コシに被害を与えないものがある、などが上げられ
ます。
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■雑草結実前の早期収穫：トウモロコシ早生品種を
利用すれば、雑草が開花・結実する前に収穫できる
ので、その年の雑草種子が圃場に落下することを防
ぐことができ、経年的に圃場の土壌中にある雑草種
子の量が減少し、長期的に雑草の被害が減っていき
ます。

■プラウ耕による雑草種子や植物体の埋め込み：雑
草種子を出芽できない深さ、もしくは、発芽しても
出芽できずに死亡してしまう深さまで埋め込むこと
は有効な雑草防除法になります。プラウ耕により深
さ20cm以下に埋め込まれた雑草種子や栄養体はほ
とんど出芽しませんから、播種床準備の前にプラウ
耕をすることは有効な雑草防除法になります。

■栽培作物を代える：トウモロコシに発生する雑草
は条間に射す光を利用して生長します。これらの雑
草の中には遮光に非常に弱いものがあります。条播
するトウモロコシを、散播して栽培する飼料作物に
代えれば、雑草は遮光されて生長が抑制されて大き
くなることができません。この遮光による雑草防除
効果は、初期の生長が速く迅速に雑草を被陰できる
スーダングラスで顕著です。

なお、これらの耕種的防除法は、単独でなく相互
に組み合わせて、また、除草剤散布と組み合わせて
利用すると効果が高まります。

３ ．雑草の特徴と防除法の例

1 ）ワルナスビ
①ワルナスビの特徴

ワルナスビはナス科の多年生植物で、草丈30cm
～ 1 mになります。茎は節ごとに「く」の字に曲が
り、節には鋭いトゲをもちます。葉は 4 ～14cmの
卵形～長楕円形で、大型の鋸歯があり、中央脈に
沿って葉の表と裏に鋭いトゲがあります。葉柄は 1
～ 3 cmで、枝先に10cmほどの総状花序を形成し、
直径が 3 cmほどの白～紫色のジャガイモに似た花
を付けます（図 2）。根は水平または斜めに伸びる
横走根と垂直に下降する垂直根からなり非常に発達
した根系を形成します。横走根は 1 年で数ｍも伸長
します。耕起によって切断された根片が圃場に拡散
し、この根片から出芽して圃場をたちまち汚染しま
す。ワルナスビは植物体全体にソラニンというアル
カロイドを含んでいます。ソラニン含有量は、トウ
モロコシの収穫時期に相当する秋には他の時期の10
倍にもなるとされるため、収穫時にワルナスビが飼
料に大量に混入すると家畜が被害を受ける可能性も
あります。

②ワルナスビの防除法
■プラウ耕で深く反転して根片を埋土

ロータリー耕起した圃場では、根片の80％が深さ
10cmまでの土壌に分布し、これらからワルナスビ
が出芽し圃場を汚染します。ワルナスビの根片は、
埋められる深さが増せば、出芽する個体数が減少す
ることが報告されています。圃場をプラウで深く反
転すれば切断された根が地中深くに埋められますの
で、出芽する個体数が大幅に減少します。

図 1　�トウモロコシ播種期の移動と機械的防除を組み合わせ
た雑草防除の例

　　　・�イタリアンライグラスとトウモロコシの二毛作体系で
は、イタリアンライグラスの早生品種を 1回利用すると
雑草防除効果が高い

　　　・�畜産草地研究所技術リポート　夏作飼料作物におけ
る帰化雑草の発生実態調査報告書（農研機構畜産草
地研究所，�2013）の図を転載

図 2　ワルナスビの成植物（左）と
　　　トウモロコシ圃場への被害（右）
　　　・葉裏面には中央脈に鋭いトゲがある（写真中央）
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■トウモロコシ収穫後の非選択性除草剤の散布
これまで、飼料用トウモロコシに登録された土壌

処理剤や生育期に処理する茎葉処理剤の中にワルナ
スビを効果的に防除できるものはみられません。し
かし、ワルナスビを防除することが知られているグ
リホサートカリウム塩を含んだ非選択性の茎葉処理
剤（商品名：ラウンドアップマックスロード、タッ
チダウンiQ）やジカンバ（商品名：バンベルD）を、
トウモロコシ収穫後に圃場に残ったワルナスビに散
布してダメージを与えておけば、翌春の出芽を抑制
できます。このとき、トウモロコシは早生品種を利
用して夏に早期に収穫し、ワルナスビの葉を十分に
展開させて、気温が低下する前に除草剤を散布する
ことが重要です。

■散播した長草型グラスを用いた被陰による防除
ワルナスビは強く遮光することで地上部の生育が

大幅に抑制され、根系の生長も抑制されることが知
られています。条播するトウモロコシでは畦間に光
が入るため、播種後に畦間に出芽したワルナスビが
大幅に遮光されることはありません。しかし、スー
ダングラスなどの初期の生育が速い長草型グラス
は、播種後に出芽してきたワルナスビを十分に遮光
して防除することができます。ワルナスビが蔓延し
た圃場に、スーダングラスを散播して栽培すると、
ワルナスビはほとんどみられなくなり、数年後には
根もほとんどみられなくなります(図 3）。

2 ）アレチウリ
①アレチウリの特徴

アレチウリ（図 4）はウリ科の一年性雑草で、茎
はつる性で長さ10mを超えることもあり、先端の巻
きひげで他の植物などにからみつきます。トウモロ
コシの生育期を通じて出芽し、特に、降雨後に出芽

が多くみられます。伸長する速度は非常に速く、か
らみついた植物を覆い、一度侵入するとその土地の
前植生がなくなってしまうことがあるため、環境省
はアレチウリを特定外来生物に指定しています。

②アレチウリの防除法
■ニコスルフロンの散布

アレチウリについては、アトラジンを含む土壌処
理剤（商品名：ゲザプリムなど）に一定の防除効果
が見られますが、ニコスルフロン（商品名：ワンホー
プ）の茎葉処理が優れた防除効果を示します。した
がって、土壌処理と茎葉処理の体系処理が有効で
す。

■早生品種の利用
アレチウリは夏至以降に日長が短くなると開花

し、開花後30～40日程度で成熟した種子を圃場に落
下させます。トウモロコシの早生品種を栽培し、ア
レチウリ種子が成熟する前に収穫すれば、発芽力の
ある種子が圃場に落下することがありませんから、
長期的にアレチウリを防除することができます。

上記の 2 つの知見を利用し、トウモロコシ圃場に
発生したアレチウリを耕種的防除法と化学的防除法
を組み合わせて防除する例を示します（北関東標
準：図 5）。

3 ）オオブタクサ
①オオブタクサの特徴

オオブタクサは一年生のキク科の草本で茎は直立
して毛があり、草丈は高さ 3 m以上になります。全
体に長い葉柄があり、葉は両面ともにざらつき長さ
幅ともに20～30cmにもなり、深く切れ込み 3 ～ 5
裂して掌状になります。 1 個体に雄花と雌花があり
ますが、よく目にする穂状花序は雄花が集まったも

図 4　アレチウリ成植物と果実

図 3　スーダングラス栽培によるワルナスビの防除
　　　�トウモロコシ栽培（左）に発生するワルナスビは、作物をスーダングラスに転換するとほとんどみ

られなくなる（右）
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のです（図 6）。雌花は穂から離れた基部付近にあ
ります。

②オオブタクサの防除
■機械的防除法と播種時期の移動

オオブタクサは、春にもっとも早く出芽する雑草
といわれます。「イタリアンライグラス＋トウモロ
コシ」二毛作体系では、イタリアンライグラスに早
生品種を用いて、早期に収穫した直後に耕起して、
オオブタクサを春早くから出芽させておきます。そ
して、トウモロコシをできる限り遅く播種すれば、
オオブタクサが出芽する期間を長くすることができ
ます。トウモロコシを播種するときの播種床の準備
にともなう耕起で多くの実生と生育初期のオオブタ
クサを物理的に防除できます（図 1）。

■「アトラジン・s－メトラクロール混合剤（商品名：
ゲザノンゴールド）」の早期茎葉処理

我が国ではトウモロコシ用の数種の茎葉処理剤が
登録されていますが、雑草があまり大きくならない

時期に散布しなければならないので、散布適期を逸
しないことが重要です。米国では、アトラジン、ベ
ンタゾン、「アトラジン・メトラクロール混合剤」
がオオブタクサ防除の茎葉処理剤として利用されて
いますが、その防除効果は報告によって異なりま
す。

近年、米国でオオブタクサ防除効果が確認されて
いるアトラジン・S－メトラクロール混合剤が我が
国でも登録され（商品名：ゲザノンゴールド）、栃
木県内の酪農家のトウモロコシ圃場で、その防除効
果が確認されました（図 7）。また、トプラメゾン
を含む茎葉処理剤（アルファード液剤）が飼料用ト
ウモロコシに登録されており、オオブタクサを含む
広葉雑草の防除効果が実証されています。これらの
茎葉処理剤は雑草の生育初期に処理するものであ
り、散布時期が遅れると効果は低下します。機械的
防除法と播種時期の移動および「アトラジン・s－
メトラクロール混合剤」の早期茎葉処理を組み合わ
せたオオブタクサ防除体系を図 8に示します。

・トウモロコシは、極早
生～早生品種を利用

・除草剤は体系処理

・適期収穫でアレチウ
リを結実させない

・トウモロコシ早生品
種を早まきするために
冬作は早生～極早生
イタリアンライグラス
を利用

図 5　アレチウリ防除体系の例

図 6　オオブタクサの成植物と花序
　　�・�穂のように見えるのは雄花花序であり、雌花は雄花花序の

基部にある

図 7　�アトラジン・S－メトラクロール混合剤のオオブタク
サ防除効果
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4.  おわりに

飼料畑の雑草の多くは土壌処理剤で防除できま
す。また、防除が難しい帰化雑草の中には、土壌処
理剤で、ある程度防除できるものがあります。ま
ず、しっかりと土壌処理して雑草の出芽を抑制しま
す。そのためには、播種床を丁寧に砕土する、土壌
処理剤を散布する前に十分に圃場を鎮圧する、降雨
が予想されるときは散布しない、土壌が乾燥してい
るときには多めの水量で散布するなどの基本を守る
ことが重要です。それでも防除できないものについ
ては、それがどのような雑草であるかを確認して、
それに適した茎葉処理剤を適正な時期に散布しま
す。どのような雑草が発生するかを予測できるとき
は、トウモロコシの播種時期を変える、早生品種を
利用するなどの耕種的防除を組み合わせます。

なお、飼料畑には多くの帰化雑草が発生します
が、侵入した当初は、発生密度は低く、発生面積も
小さいので、早期に防除して、拡大・蔓延しないよ
うにすることが大切です。
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耕起（播種
床準備）

エコトップ乳剤 （トウモロコシ
　　２～４葉期）

成分にアトラ
ジンを含まな
い

ゲザノンゴールド
成分にアトラ
ジンを含む

雑草
出芽

・冬作飼料作物収穫後
にオオブタクサを出芽
させて茎葉処理または
耕起して防除

・トウモロコシを５月末
まで遅らせて播種

・生育初期に茎葉処理

・イタリアンは早生・極
早生品種を選択

・イタリアン播種前にプ
ラウ耕で雑草種子を
埋め込み

図 8　オオブタクサの防除体系の例
　　　・エコトップ乳剤はジメテナミド・リニュロンの混合剤、ゲザノンゴールドはアトラジン・ｓ－メトラクロールの混合剤である
　　　・アトラジンを含む除草剤を連続散布することはできない
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